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『吟遊詩人ビードルの物語』（The Tales of Beedle the Bard）の中の「三人の兄
































234） 魔法族から「盗んだ」（“theft,” 233; “stolen,” 234; “steal,” 234）「泥棒」








































































































































































































纂した『ブレアのイギリス、1997年から 2007年』（Blair’s Britain, 1997–
2007）の第十五章「犯罪と刑罰政策」（“Crime and penal policy”）で、ニュー
バーンとライナ （ーTim Newburn and Robert Reiner 325）は、人々がイギ
リスが直面している三つの最も重要な問題と考えている項目について長年
調査している「市場・世論調査インターナショナル」（Market & Opinion 













察法（Police Act 1997）が、1998年には犯罪及び秩序違反法（Crime and 
Disorder Act 1998）が、2000年には捜査権限規則法（Regulation of Investi-
gatory Powers Act 2000）とテロリズム法（Terrorism Act 2000）が、2001年
には刑事司法及び公共秩序法（Criminal Justice and Public Order Act 2001）
が制定された。また、2003年の刑事司法法（Criminal Justice Act 2003）は
逮捕可能なすべての犯罪について、三十六時間の拘禁を認めた。2005年の





リス（Nigel Morris）は 2006年 8月 16日付けの『インデペンデント』（The 
Independent）紙の記事「ブレアの『熱狂的な法律作り』―在職中一日一つ
























































































般化している日本語タイトル、『賢者の石』（Harry Potter and the Philosopher’s Stone, 
1997）、『秘密の部屋』（Harry Potter and the Chamber of Secrets, 1998）、『アズカバン
の囚人』（Harry Potter and the Prisoner of Azkaban, 1999）、『炎のゴブレット』（Harry 
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Potter and the Goblet of Fire, 2000）、『不死鳥の騎士団』（Harry Potter and the Order of 
the Phoenix, 2003）、『謎のプリンス』（Harry Potter and the Half-Blood Prince, 2005）、
『死の秘宝』（Harry Potter and the Deathly Hallows, 2007）を用い、その頁数を示すこ
ととする。
2 『カジュアル・ベイカンシー―突然の空席』（The Casual Vacancy, 2012）の本
カバーの前袖には、宣伝文句として「ある小さな町についての大きな物語である『カ
ジュアル・ベイカンシー―突然の空席』は J・K・ローリングの初めての大人向け





3 ジョージ・ウィーズリ （ーGeorge Weasley）は『秘密の部屋』で、使用人として
の「ハウス・エルフというのは、大きな古いマナー・ハウスや城や、そういった場
所にいるんだ」（36）と述べ、表象としてのハウス・エルフの役割を示唆している。
4 ローリングは手書きの家系図を 2006年 1月にブック・エイド・インターナショ
ナル（Book Aid International）に寄贈し、同家系図は 2月 22日に競売に掛けられた。
現在この家系図の写しは、ウェッブ・サイト『ハリー・ポッター用語集』（The Harry 





















10 『オクスフォード版犯罪学ハンドブック』（The Oxford Handbook of Criminology）
第四版に掲載された、モーガンとリーブリング（Rod Morgan and Alison Liebling）の






センター」（Oxford University Press Online Resource Centres）で閲覧可能な期間を利
用し、参照した。
11 1997年 1月 7日付けの『インデペンデント』紙のブラウン（Colin Brown）の










13 2007年 7月 29日放送のアメリカのNBCテレビの番組『デートラインNBC』
（Dateline NBC）のインタビュー「ハリー・ポッター―最終章」（“Harry Potter: The 
ﬁnal chapter”）より。現在このインタビューのスクリプトは NBCのホームページ
（http://www.nbcnews.com/id/20001720/）などで読むことができる。
14 2007年 7月 30日に行われたブルームズベリー出版社主催のライブ・ウェッ
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